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ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
高
ま
り
に
よ
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
は
昨
年
八
月
頃
か
ら
上
昇
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
天
然
ガ
ス
価

格
や
電
気
料
金
が
さ
ら
に
値
上
が
り
し
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

脱
ロ
シ
ア
と
脱
炭
素
を
目
指
す
欧
州

ロ
シ
ア
が
今
年
二
月
二
四
日
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
侵
攻
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
世
界
的
な
激
変
が
起
き
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
が
最
優
先
課
題
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

欧
米
日
の
ロ
シ
ア
制
裁
に
対
し
て
資
源

大
国
の
ロ
シ
ア
は
、
制
裁
実
施
国
の
経
済
的

な
弱
体
化
、
社
会
不
安
の
増
長
、
結
束
の
分

断
を
意
図
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
武
器
化
し
て

い
ま
す
。
特
に
欧
州
向
け
の
天
然
ガ
ス
輸
出

を
激
減
さ
せ
、
世
界
の
ガ
ス
需
給
が
逼
迫
し

て
い
ま
す
。

侵
攻
前
の
Ｅ
Ｕ
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
天
然
ガ

ス
を
は
じ
め
石
油
、
石
炭
を
そ
れ
ぞ
れ
四
～

五
割
程
度
を
輸
入
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
た
び
の
侵
攻
に
よ
り
、
化
石

燃
料
の
脱
ロ
シ
ア
化
を
目
指
し
て
、
Ｅ
Ｕ
は

五
月
に
「
リ
パ
ワ
ー
Ｅ
Ｕ
計
画
」
を
発
表
し

ま
し
た
。

「
リ
パ
ワ
ー
Ｅ
Ｕ
計
画
」
が
柱
と
す
る
の

は
、
省
エ
ネ
の
推
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
先

の
多
様
化
、
再
エ
ネ
の
開
発
で
す
。
ガ
ス
調

達
先
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
や
中
東
、
ア
フ
リ

カ
な
ど
と
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

再
エ
ネ
開
発
で
は
、
二
〇
三
〇
年

の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
占
め

る
割
合
を
、
侵
攻
前
の
四
〇
％
か
ら

四
五
％
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
同
計

画
が
う
ま
く
い
け
ば
、
三
〇
年
ま
で

に
は
、
天
然
ガ
ス
の
ロ
シ
ア
依
存
は

解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
侵
攻
後
も
Ｅ
Ｕ
や
イ
ギ
リ

ス
は
、
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
政
策
目
標
を
変
え
て
い
ま

せ
ん
。

化
石
燃
料
の
中
で
も
、
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
が
最
も
多
い
の
が
石
炭
で
、
最
も

少
な
い
の
が
天
然
ガ
ス
で
す
。
脱
炭

素
を
目
指
し
て
、
侵
攻
前
か
ら
欧
州

だ
け
で
な
く
世
界
的
に
、
石
炭
か
ら

天
然
ガ
ス
へ
の
シ
フ
ト
が
見
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
Ｅ
Ｕ
の
産
炭
国
の
ド
イ

ツ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様

化
を
進
め
る
中
で
、
天
然
ガ
ス
を
ロ
シ
ア
な

ど
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍

で
停
滞
し
て
い
た
景
気
の
回
復
に
よ
る
エ

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
が

優
先
課
題
に

― 
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
ロ
シ
ア
を

目
指
し
て 

―

追跡

原子力
ロ
シ
ア
が
今
年
二
月
二
四
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
開
始
し
て
か
ら
、
世
界
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
当
財
団
は
報
道
関
係
者
を
対
象
と
し
た
報
道
講
座
を

開
催
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
ロ
シ
ア
を
図
る
欧
米
の
動
向
に
つ
い
て
、
海
外
電
力
調
査
会
の
常
務
理
事
・

壹
岐
素
巳
氏
、
同
欧
州
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
栗
村
卓
弥
氏
、
同
原
子
力
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
鍋
島
正
人
氏

に
解
説
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
部
）

合計 天然ガス 石油 石炭

エネルギー消費量に対する
輸入比率 57.5% 83.6% 97.0% 35.8%

エネルギー消費量に対する
ロシア輸入比率 24.4% 41.1% 36.5% 19.3%

輸入量に対するロシア輸入
比率 42.4％ 49.2% 37.6% 53.9%

■ EU のエネルギー依存度（2020 年）
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再
エ
ネ
開
発
も
加
速
さ
せ
、
三
〇
年
ま
で

に
電
気
の
六
五
％
を
賄
う
と
こ
ろ
を
、
八

〇
％
に
引
き
上
げ
る
法
案
も
七
月
に
議
会
を

通
り
ま
し
た
。
中
で
も
太
陽
光
の
規
模
は
、

従
来
目
標
の
二
倍
以
上
に
増
や
す
計
画
で
す
。

原
子
力
輸
出
大
国
ロ
シ
ア
か
ら
の
脱
却

の
行
方

ロ
シ
ア
は
、
天
然
ガ
ス
だ
け
で
な
く
原
子

力
分
野
で
も
輸
出
大
国
で
す
。
ウ
ラ
ン
燃
料

の
転
換
と
濃
縮
の
役
務
量
で
世
界
市
場
に
占

め
る
シ
ェ
ア
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
割
弱
で
一
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
務

の
必
要
量
の
三
割
程
度
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し

て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
が
ウ
ラ
ン
燃
料
の
市
場
に
占
め
て

い
る
地
位
は
圧
倒
的
で
す
。
そ
の
た
め
、
脱

ロ
シ
ア
依
存
に
は
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る

こ
と
か
ら
、
ど
こ
ま
で
脱
ロ
シ
ア
が
進
む
か

見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ロ
シ
ア
か

ら
の
ウ
ラ
ン
輸
入
を
禁
止
す
る
法
案
や
中
露

か
ら
の
ウ
ラ
ン
燃
料
の
調
達
を
排
除
し
て
い

く
法
案
が
議
会
へ
提
出
さ
れ
、
ウ
ラ
ン
燃
料

企
業
や
家
計
を
圧
迫
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

家
計
な
ど
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
イ
ギ

リ
ス
や
ド
イ
ツ
は
、
再
エ
ネ
賦
課
金
の
停
止

や
電
気
諸
税
の
減
税
、
巨
額
の
財
政
を
出
動

す
る
施
策
に
乗
り
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
は

再
エ
ネ
と
原
子
力
開
発
を
加
速

こ
こ
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
を
具
体
的
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
今
年
四
月
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
戦
略
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
同
戦
略
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
目
指
し
、
電
力
部
門
で
の
脱
炭
素

化
を
三
五
年
ま
で
に
達
成
さ
せ
る
、
こ
れ
ま

で
の
方
針
を
加
速
さ
せ
、
三
〇
年
に
一
九
九

〇
年
比
で
九
五
％
ま
で
削
減
す
る
方
針
で
す
。

そ
の
た
め
、
特
に
洋
上
と
陸
上
の
風
力
、

そ
し
て
原
子
力
の
開
発
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
原
子
力
の
割
合
で
は
、
五
〇
年
ま
で
に

総
発
電
電
力
量
の
最
大
二
五
％
（
現
在
一

六
％
）
に
増
や
す
計
画
で
す
。
こ
れ
は
、
現

在
稼
働
し
て
い
る
原
子
炉
の
三
倍
以
上
を

導
入
す
る
規
模
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
石
炭

火
力
は
、
二
四
年
一
〇
月
ま
で
に
全
廃
す

る
予
定
で
す
。

ド
イ
ツ
で
は
、
石
炭
火
力
は
総
発
電
電

力
量
の
二
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
た
脱
石

炭
法
で
は
、
三
八
年
ま
で
に
石
炭
火
力
を

廃
止
す
る
予
定
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
政

権
の
連
立
協
定
に
よ
り
、
廃
止
時
期
は
三

〇
年
に
前
倒
し
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
原
子
炉
三
基
の
運
転
を
年
内
に

止
め
て
、
全
廃
に
す
る
予
定
で
し
た
。
し

か
し
、
侵
攻
後
の
電
力
逼
迫
に
備
え
、
こ

の
う
ち
二
基
を
予
備
電
源
と
し
て
来
年
四

月
半
ば
ま
で
利
用
す
る
と
、
政
府
は
九
月

に
発
表
し
ま
し
た
（
一
〇
月
に
三
基
目
の

利
用
も
発
表
）。

ロシア

カナダ

中国

フランス

ロスアトム（ロシア）

ウレンコ（英蘭独米）

オラノ（フランス）

CNNC（中国）
その他

13%

ドイツ

オランダ

英国

米国

ロシア

その他
11%

17%

19%

28%

12%

米国の濃縮役務・国別シェア（2021年）（14,217 t SWU）

出所：（上）WNA資料、（下）ロスアトムのHP等から JEPIC 作成

■ 会社別ウラン濃縮役務量シェア：ロスアトムは 36%で1位（2020年）

■ 国別ウラン転換役務量シェア：ロシアは38%で1位（2020年）
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の
国
内
安
定
供
給
を
図
る
戦
略
を
検
討
し

て
い
る
と
さ
れ
る
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
濃

縮
工
場
の
拡
張
計
画
の
話
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
は
、
世
界
で
最
も
多
く
の

原
子
力
発
電
所
を
輸
出
（
侵
攻
時
点
で
一
五

基
を
海
外
で
建
設
中
）
し
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
が
輸
出
大
国
と
な
っ
て
い
る
背
景

に
は
、
ロ
シ
ア
政
府
系
銀
行
に
よ
る
資
金
の

融
資
（
建
設
費
の
八
〇
～
八
五
％
の
例
も
）

か
ら
、
燃
料
供
給
、
教
育
訓
練
、
法
整
備
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
支
援
す
る
仕
組
み
が
あ

る
か
ら
で
す
。
原
子
力
発
電
所
を
建
設
し
た

い
が
、
資
金
や
人
材
不
足
な
ど
に
悩
む
多
く

の
国
々
の
心
を
捉
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
前
か
ら

原
子
力
回
帰
と
支
持
が
増
加

欧
米
で
は
侵
攻
前
か
ら
、
原
子
力
へ
の
回

帰
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
各
国
が
共
通
し

て
挙
げ
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
低
炭
素
電
源

と
し
て
の
原
子
力
で
す
。

原
子
力
回
帰
の
中
身
は
、
原
子
力
の
稼
働

年
数
の
延
長
、
大
型
炉
の
新
設
、
そ
し
て
特

に
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
で
積
極

的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｓ
Ｍ
Ｒ
（
小
型
モ
ジ

を
一
〇
年
間
延
長

済
み
で
す
。

欧
州
に
は
、
大

型
炉
の
建
設
や
計

画
を
し
て
い
る
国

が
、
イ
ギ
リ
ス
な

ど
一
〇
カ
国
程
度

あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
フ
ラ

ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン

政
権
は
、
侵
攻
前

の
今
年
二
月
、
新

規
に
六
基
を
建
設

し
、
さ
ら
に
追
加

で
八
基
の
建
設
も

検
討
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
侵
攻
前
か
ら
脱
炭
素

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
か
ら
、
Ｓ
Ｍ

Ｒ
開
発
や
原
子
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
地

を
後
押
し
す
る
会
社
の
設
立
、
建
設
段
階

か
ら
設
置
者
の
収
入
を
保
証
す
る
資
金
調

達
方
式
な
ど
、
多
様
な
支
援
策
を
国
が
打

ち
出
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
侵
攻
後
に

は
、
今
後
一
〇
年
程
度
で
最
大
八
基
（
Ｓ

Ｍ
Ｒ
を
含
む
）
の
新
設
を
目
指
す
こ
と
や
、

国
に
よ
る
ウ
ラ
ン
燃
料
の
国
産
化
を
促
進

す
る
基
金
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
発
表
し
て

い
ま
す
。

欧
米
で
原
子
力
に
回
帰
し
て
い
る
背
景

に
は
、
近
年
、
原
子
力
発
電
を
支
持
す
る
世

論
の
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
、
挙
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
今
年
五
月
の
調
査
で
は
、
過

去
最
高
の
七
七
％
が
支
持
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、長
い
間
、脱
原
子
力
政
策
を
掲
げ
た
後
、

原
子
力
の
新
規
建
設
に
舵
を
切
っ
た
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
も
、
侵
攻
前
に
二
月
の
五
二
％

の
支
持
が
あ
り
、
侵
攻
後
に
は
五
六
％
と
支

持
す
る
割
合
が
有
意
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
脱
原
子
力
の
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア

で
も
、
侵
攻
前
か
ら
気
候
変
動
対
策
と
し
て

原
子
力
を
支
持
す
る
割
合
が
多
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

侵
攻
を
受
け
、
ベ
ル
ギ
ー
と
ド
イ
ツ
の
脱

原
子
力
政
策
は
足
踏
み
し
、
原
子
力
へ
の
回

帰
に
勢
い
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
世
界
的
に
進
む
イ
ン
フ

レ
や
金
利
上
昇
な
ど
が
原
子
力
の
新
設
計

画
に
水
を
差
す
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘

も
あ
り
ま
す
。

ュ
ー
ル
炉
）
開
発
で
す
。

運
転
延
長
の
対
策
が
進
ん
で
い
る
ア
メ

リ
カ
で
は
、
運
転
中
の
原
子
炉
九
二
基
の

九
割
以
上
が
六
〇
年
運
転
を
可
能
と
し
、

さ
ら
に
八
〇
年
運
転
に
向
け
た
許
認
可
が

進
ん
で
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
運
転
期

間
を
三
〇
～
三
五
年
間
延
長
す
る
た
め
、

大
規
模
な
改
修
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

脱
原
子
力
を
目
指
し
て
い
る
ベ
ル
ギ
ー
や

ス
ペ
イ
ン
で
も
、
複
数
の
炉
で
運
転
期
間

追 跡 原 子 力

13%

ドイツ

オランダ

英国

米国

ロシア

その他
11%

17%

19%

28%

12%

米国の濃縮役務・国別シェア（2021年）（14,217 t SWU）

表・グラフの出典：「海外電力調査会」作成


